
教授か 上び小生 などであるO他の科学分野の研究者に比べて,i,覆い地理学者の中ではこれは決 して

わずかな割合 とはV,えないと思 う. 私はその理由について時々考えることがある.

五中の創立は大正8年 〔1919年 )であり,初代校長は有名夜伊藤長七先生であった｡先生Qj:

- 中,三中.四中など既成の学校に対して新 らしい教育の理想を こ こで実現すべ く揮身の努力を尽

された. セビロにネクタイとV,う型破 りの制服や,女性の教諭の採用たどは当時の世間をかどろか

せたが,しかしもっと重大なことはそうした表面的なことでなく,若いわれわれrJ生 きる態度とし

て 〝立志 ･開拓 ･創作〝の三っのモットーを徹底的にたたきこんだ ことであった.何かをしようと

する目的を しっか りもっこと - これが 〝立,Eyであ9,そのためにあらゆる困難を()Dこえてい

くこと- これが 〝開拓〝 であり,さらにそうしたもaTJの上に他人の借 りものでない自分自身のも

のをつくりあげること - これが 〝創作〝である. この三つの精神はまさに研究者を育てるのに不

可欠のエスプリであるOレ1わゆる当時a)大臣,大将をめざした他のエ 7)- ト校 に比べ,新設の五中

の出身者が大 きく学界に活躍するVC至 った根本原因はここにあったのであろうo 卒業生名簿をみて

も本当に研究者の多Lnことにおどろかされ る.当時の校友会雑誌をみてもこれが中学生の仕事かと

思われる上うなりっばをものがたくさんあったO吉村信書さんなどはその頃から洗足池の研究 とと

りくんでV,たO松井先生もおそ らくこういう雰囲気のなかで科学者 としての精神をしっかり身に?

けられたものと私は信じている｡そして卒業者の中に地理学者が多山 とV'うのも,換言すれば他部

内()研究者がさらに一層多V,ということ夜のである｡三沢勝衛氏の感化で諏訪中学から多 くの研究

者が生れたことは有名な事実であるが,五中におけるわれわれの経験からも教育 とV,うもののもつ

力の強さ 〔同時にある意味ではおそろしさ )を今さらの上うに感じるのである.伊藤先生は惜 しく

も早 く亡 くなられたがその残された教えが長 く校風 として育ったわけであれ ことに直接その教え

にあづか ったわれわれの年代の ものは一層幸福 な思hVC浸ることができる.

A.HeIIner先生に憶う

岸 本 実

この間,お茶の水女子大学へ うかがったとき.松井先生が大学院の講義で,A.flettner先生の

著書DieGeographie,ihreGeschichtetihrWesen und ihreMethodenをつかわれて

おられることを耳vcL,本当に嬉 しV,ことだし,本当に績構なことだと感じた｡
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この書物が出版されたのが 1927年だから,それからもう50年に近tn歳月が流れたことにな

る.かつてわた くLも学生時代にこれを手に入れ,敬仰の念で読んだことがある｡

A_.Hettner先生の岩かDL日,同先生が大学に学ばれたころには,新ヵン ト学派の認識論が一

世を風廃し,自然科学 と文化科学ないしは歴史科学 との区別が峻別 され,その影響で,自然と人間

を取扱 う地理学は科学には値 しないとrJ見方があD,地理学の方法を統一するためにも.人間を地

理学の対象から除外する意見さえあD.Tiさに地理学にとっては混迷の時代であったと聞tnている.

そん夜なかでできたのがこの書物かと思 うO 戦後の日本a)地理学界のなかでも. 50年前のそんな

空気がなくはない.

松井先生は 1935年の地理学評論第 11巻第 5号で, ｢地理学に於ける法則性と偶然性｣と越

し,A.Hettner先生を紹介され,早 くから先生の業績に深い関心をもたれてhたし,いせ A.

flettner先生の考え方を伝えていただけることは結構 を ことである.

戦後,若V,研究者達が,どの学問分野を問わず. ｢原点｣に接することを敬遠する傾向にある,

新しい地理学 を更に進めるためにも,日本 ･外国を問わず ｢庶点｣に立 らかえって三思することが

特にのぞせれ エう｡

松井勇先生の プロフィル

木 内 信 威

校井勇教授が昭和 48年 3月を以て公的を生活から退かれ.新しい人生を踏出され ることは,悼

しいと言 うよりお喜びしたい気持で一杯であるOこの半世紀は.日本の社会 も学界も大 きな嵐の中

VCあって,その煩さに係り合うこと仇 学者らLV,学者としての松井 さんに対 してはまことにお気

a)毒であった｡兵隊 としての召集訓練から学生騒動との対応まで,それらは松井 さんVCとって不得

意であ9,両も避けられなV,ことであったろうO これからは自由に,今までの研究を更に磨 きあげ

て,後進に道を示 して頂 きたいと思 うo

松井さん と知 9合ったのは,私が東京帝大理学部地理学科の 1年に入学 してからで, 40年()育

vc頭る｡既に大学院2年に在学 して,新進の学者 としての仕事を次々と発表されていた｡ ドイツ文

献の紹介批評をはじめ,多摩丘俊をフィール ドとする土地利用の研究をど,理論的な方法を開拓さ

れっつあった｡その頃の大学院には,岡山俊雄,吉村信書,村田貞鹿などの諸氏がおられ,池形学
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